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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

「消費税減税でくらし応援」キャンペーンの推進を確認
――各界連の11月度運営委員会
各界連は11月19日、運営委員会を開き、10月に開いた全国代表者会議の方針の補強として、12月から３月末まで「消費税減税でくらし応援」キャンペーンを進めることを確認しました。「食料品非課税をはじめ暮らしにかかる消費税減税」の運動を強め、消費税増税中止を確実にするために「２０１１年度までに消費税増税法を成立させる」とした所得税法付則104条の廃止を求めていくものです。主な確認内容は以下の通りです。
●意義は、１）構造改革路線から脱却して、内需主導の経済をつくることが求められる情勢

　　　　　２）そのため、ＧＤＰの6割を占める家計消費を拡大し、地域経済の大きな部分を占める中小企業・業者の経営を支援することが必要

　　　　　３）食料品非課税は主婦層にインパクトが強く、家計消費を刺激する

　　　　　４）食料品非課税や消費税減税は中小業者の負担軽減になる

　　　　　５）「広く、薄く」負担を求める均衡課税の流れを、応能負担・生活費非課税の原則に向けて改めることと、法人税や所得税最高税率を元に戻し大企業・大資産家に応分の負担を求める重要な機会となる

●スローガンは

「食料品は消費税ゼロに」「消費税減税こそ景気対策」「消費税減税で景気と雇用回復を」

「内需拡大の決め手、消費税減税」「子ども手当口実の増税反対」など

●具体的に、のぼり、横断幕、ポスターを新しくし、対話・宣伝でも「食料品はじめ生活必需品・サービスの非課税」「消費税率の引き下げ」を訴えの中心とする。

●団体懇談、自治体請願、国会議員への要請なども「減税中心」に新しくする。国会議員地元事務所への要請を重視する。全国から政党などへの要請送付を呼びかける。

●政府申し入れ、著名人賛同署名の具体化を検討する。
＜＜10月・11月の各地の行動＞＞
★医療生協まつりで４００以上の署名＜新潟＞　新潟市各界連は10月25日、木戸中学校グラウンドで開かれた医療生協まつりで署名を訴え、民商などから12人が参加しました。「不況のなか、せめて食料品には消費税をかけないようにさせましょう」「新政権には４年後以降も消費税をあげてほしくない」などと参加者一人ひとりに訴えました。ほとんどの人が応えてくれ、「それはいいことですね」「なんでもかんでも上がって、われわれ年金暮らしは毎日つらい思いをしています」「運動しないと（非課税に）ならないですね」「頑張ってください」など期待の声とともに、２時間で４００人以上から署名が寄せられました。

★大運動実行委と共同でちょうちんデモ＜滋賀＞　滋賀県内の地域各界連は10月16日、６カ所でデモ行進など行動。各界連と県民要求実現実行委員会が合同したとりくみで、守山での１００人の商店街デモをはじめ、大津50人、近江八幡50人、草津31人でちょうちんデモなどを実施。彦根は、１６人で宣伝署名行動をしました。11月、12月、１月のいっせい行動も計画を具体化しています。

★宣伝カーテープも作成＜長野＞　長野県各界連は宣伝カーテープを独自に作成し地域での活用を呼びかけています。10月末に開いた事務局会議では、学習と毎月の宣伝強化、団体・自治体への懇談・申し入れの推進、地域各界連の強化を申し合わせました。諏訪地方では岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町、富士見村、原村の６自治体での活動強化をめざしテープも活用しています。県各界連は学習会のための代表委員を中心にして講師団をつくることや団体申し入れでは民主党、社民党との懇談を重視しています。
★「公約守らせよう」「消費税減税」に反響　秋田県各界連と秋田市各界連は10月26日、秋田駅前ポポロロードで４団体９人が宣伝。「新政権に公約を守らせよう」「くらしにかかる消費税を減税させよう」と訴え、46人から署名が寄せられました。岩手・久慈各界連は10月23日、土風館で４人が行動。消費税によらなくても社会保障の財源があることや欧米では大企業・大資産家への減税見直しを進めていることを訴えました。チラシ１５０枚を配布、署名は10人分でした。群馬・前橋各界連は10月27日、銀座通りで宣伝。「新政権は４年間消費税を上げないといいますが、民主党は庶民減税で子ども手当などの公約をすすめようとしています。増税反対の世論を広げましょう」などと訴え、「くらしをよくしてほしい。消費税は困ります」など主婦やお年寄りと対話が弾み、３人連れの職人さんの一人は「おれは署名していく」と近づいてしっかりサインをしてくれました。
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